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四十周年によせて 145

事故死者数半減を振り返って
学際的な視点から

岡野道治　Michiharu OKANO

　2004年 月にIATSS設立三十周年を記念して
会員・顧問を対象としたワークショップを「10
年後に交通事故死者を半減させるために」のテ
ーマで開催した。当時の交通事故死者数の状況
は1995年に10,684人の 万台の記録を最後にし
て、死者数は毎年減少し、シンポジウム開催の
前年2003年の24時間交通事故死者数は7,768名
であった。当時の死者数の漸減傾向から10年後
に半減させるというテーマ設定は大変に挑戦的
であったが、参加者は「戦略論」「制度論」
「技術論」「教育論」に分かれて真剣に討議を行
った。
　その後の06年からの第 次交通安全基本計画
において、交通事故による24時間死者数を5,500
 人以下という目標を立て、これに対して09年に
4,968人、10年に4,922人となり目標を達成した。
11 年からの第 次交通安全基本計画では、計画
最終年の2015年に交通事故死者数3,000人の目標
を見据えている。
　これらの基本計画の立案当時の交通事故件数
の減少傾向に比して、死者数がそれ以上に大き
く減少した要因は、エアバックの装着率の向上、
車両の衝突安全性の向上、シートベルトの着用
率の定着化、事故時の危険認知速度の低下、救
急医療体制の整備などがあげられる。しかし13
年の交通事故死者数は4,373人で、目標の3,000
人以下を達成することは困難であることを容易
に予測できる。
　目標3,000人の達成が困難であることの原因と
して、高齢者の死者数の減少率が少ないことが
上げられる。13年の高齢歩行者の死者数2,303人
と高齢者の自転車乗車中の死者数378人を合わせ
た2,681人は全年齢交通事故死者数の61.3％に達
する。この全年齢に対する高齢者の割合は近年

においてほぼ一定している。
　交通事故死者数のさらなる減少には、高齢者
の安全確保に重点を置くことが必要である。と
りわけ歩行者、自転車対策が望まれる。さらに、
高齢者の歩行者事故、自転車事故の大半の事故
が自宅から500m以内で遭うという調査結果もあ
り、自宅の近辺での歩行者対策、自転車対策を
効果的に行う何らかの工夫を必要としている。
　最近では、横滑り防止やトラクションコント
ロールなどのスタビリティコントロール装置や
追突回避支援ブレーキ装置を装備した車両が一
般化してきている。対歩行者や対自転車の衝突
防止装置をより一般化することで、車両と高齢
者の歩行者や自転車との事故を未然に防ぐこと
ができれば交通事故死者数の減少に大きく貢献
すると考える。
　学際的な取り組みが必要である。IATSSで死
者半減をもう一度、取り上げてみてはどうであ
ろうか。
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